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　　　　　　　第2章　宇宙開発の意義と特徴

1．宇宙開発の意義

　　宇宙開発活動’は、宇宙条約にもあるように基本的には国の責任に澄いて

行われている。欧州のように国のグループで行動したり、インテルサット

　のように国際機関ぞ行動することがあってもこれらですらす：べて国が基礎

に嫁成立し・動・ている・めため・宇宙開発は一方ではいずれの国鵬

　においても直接、間接に国及び国民の利益という立場に強く結びついてい

　る。

砂し・他方では縮は地球上のど姻1二も共通の領域で畝宇宙開

　発活動は、国としての利益を超えて入類の共同の利益の増進にもつながる

ものとし磁められ、国際協力鱒制作りにも大き債回し鱒ている・

したがって、我が国としてめ計画の雛は、’その舷噸の叫に貢献し・

　同時に国際人としての地歩を積み上げていくものに他ならないことを忘れ

　てはならない。

　（1）新領域ゐ開拓

　　　宇肱撫限の可能性を・もつ騨域として人民くを学んで勢

　　・きた真理ゐ宝庫であり、天然の実験室であり、かつ、多くの可能性を秘・

　　めた作業場である。

　　　宇宙開発は、個をめ活動そのものが新しい利学分野を開拓し、また、

　　新し「い実用分野を開拓するものであることはもちろん、〈類の未来にと

　　っぞも新たな活動領域を開き、人類の生存と繁栄の永続化につながるも

　　のである。

　（2）科学技術水準の向上
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　宇宙空間で生起する諸現象の観測と研究、人工衛星を用いた地上諸現

象の解明、そして宇宙空間において行われる各種の実験は、新たな自然

法則を発見し、かっ、点しい学問体系の発展を促がす可能性を秘めてい

　る。

　　ロケット、人工衛星等の宇宙飛電体は、それ自体として極限条件への

挑戦や高精度、高機能等を追求するための技術的障壁への挑戦を指向し

ている宇宙工学の進展の成果であると同時に、これらの分野の研究の進

展はそのまま他の工学分野の創造的発展にもつながっている。

　また、これら宇宙飛翔体の登場は、地球をとりまく大気層という厚い

・ベールをぬけ出て直接宇宙空間の探査を句能とし、地球をひとつの惑星

として外側から観察する研究分野や従来地上では観測できなかったγ線、

X線その他の波長帯を用いた新しい天文学の分野の発生を促し、さらに

は低重力、その他の宇宙環境を利用した物理、化学、生物学やエ学上の

諸実験も可能とし、それぞれに新しい学問分野を登場させメうとしてい

る。

　このような新分野の科学の研究は、かって入選の究極の謎といわれた

宇宙、物質及び生命を律する自然法則の正しい理解を助け、それ自体と

して人類の活動領域における諦問題の解決に新しい指針を与え、また、

これらの知見を応用した各種の工学の発展も人をの諸活動に有用な諸手

段を与えていこうとしている。

　これらの活動は我が国にとっても、また、科学の水準を向上させ、さ

らには教育の内容の水準や国民の知的永準の高揚等をもたらすことによ

6て全体として我が国の文化的水準の維持、向上をもたらすものとなっ

ている。
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③　市民生活へのサービスの向上

　　宇宙開発は、宇宙空間を人々の実用に供ナることによって、次のよう

．に込・に多大の知的及び物断弓益をもたらすことを可能にする・

　①　学宙飛翔体の空間的位置の活用は、人々の諸活動の広域化立体化を

　　図ることができる。その結：果
　　　　　　　　　　　　　　　、

　　a　広域性を活用することにより、船舶や航空機等の移動体との通信

　　　の改善、放送難視聴の解消等通信、放送の公共サービスの質的及び
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忍野
　　　量的改善が可能となるほか、この伝送路を利用して医療、教育、流

　　　通話広汎な分野に澄けるデータ通信の新サービスの提供が可能とな

　　　り、人々の諸活動の高度化のための有用な手段となる。

　　b　立体性を活用することにより、陸上、海上、航空全体にわたる交

　　　通の広域的、立体的かつ総合的な監視、制御、安全の体制が可能と

　　　なり、効峯的かつ安全な交逢輸送磁土の確立に寄与することができ

　　　る。

　②　宇宙飛翔体は、また、広域的に定高度、定時の反復観測を行うこと

　　を可能にする。老の結果
　　　　　　　　　　　　　、

　　a．太陽活動等の宇宙環境、雲み恒等の気象状況、海流等の海象状況　〆畠

　　　そ，ρ他の自然条件の定常観測がで毒、気象予報、海況予報、．電波予

　　　報、その他の予報業務の大幅な改善を図るζとができ為。さらに将

，毒魚賄の清幽化や地髄めぐる諸科学戦展等と相まって

　　地震そ⑱他の自然災害予防のみ野でも有力かつ効果的な予測手段を

　　提供するこどができる。

　　bF食料資源や国土利用の状況等を総合的に観測できるので資源政策、

　　治山治水その他の諸施策の立案や対策事業の改善に資するこ．とがで

　　　　　　　　　　　　　　一12一

　　　き、また、海域監視や環境監視等の有力な手段としても利用するこ

　　　とができる。

　③宇宙空間は、低重力、真空その他の地上では得られない諸種の環境、

　　特性を有している。このため、

　　a　重力、大気、本純物等の影響を受けない状態で物質の製造、処理、

　　　加工が可能となるので・地上では得られない高純度均質の各種の結・

　　　晶の製造・加工等によって高聯旨附子欄：、高品質の鍵材料、

　　　薬品等の創出幽待でき、工業、医療、その他の広汎三野に鱒

　　　し、国民生活の向」二に資することができる。

　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　bさらに・宇宙空間における生物科学一ヒの薪究は、環境制御、・ボ

　　　ット工学・生態系制御等セの各種の技術の進展を促進し、ラ・1フサ

　　　ィエンスや医学の分野に鮒る新たな分野を開拓し、医蹴農林業、

　　　礫そρ三襟汎紛野の発展に大ぎく講ずること醐待できる6

　　　　また・同様に宇宙空間に鮒る物理、イヒ学」・の研究も脈な学問

　　　分野を開拓するとともに広汎な応用分野を開拓していくことが期待

　　　できる。

④以上の他・遠い将来には、月や憎憎1二判る天体資源、太陽エネ

　．ルギー、宇宙線等セの利用も可能となる時代が到来し、入類の繁栄の

　　臓化に貢献することも予想さ奴・・乙。

（4）国際的地歩の確立『

　　縮醗から得ら蛾新知見噺技術は、人類全体の知識掬益の増

進頃献ずる≧ころ旧く・臨宇宙の醗醐その柳纐全

　体ρ福祉の向上に役立っていくものが少く姦い。

　　衰鯉が・このよう三遍的弓鮪ナる噸的課題に三三に三

一13一
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　組んでいき、また、世界的規模で進められる大きな共同事業に参加して

　その進展に貢献していくことは、国際社会における有力な構成員のひと

　つとしてその発展に貢献すべき我が国にとって、その経済力と技術力を

　駆使して行うことができるものとして極めて有効な手段であると同時に、

　ますます高度化する国際社会に澄いて先進技術国としての我が国の地歩

　を確立し、国際的発言力や交渉力の強化向上にも資するものと考えられ

　る。

（5）波及効果の取得

　　宇宙開発は、単に宇宙空間の諸特性を利用するどいう直接的効果ばか

　りでなく・次のよう．な間接的効果を有している。

　①産業構造の高度化への途

　　　宇宙開発は、広汎かつ多様な各種の分野あ先端技術を動員して行う

　　ものであるため、それぞれめ分野の先端技術の開発と育成を促がし、

　　また、これらの技術的経験を蓄積させ、その応用領域を拡大すること

　　によって・高付加価値産業四球の原動力となρている。特に・宇宙開

　　発に澄いては、特殊材料、電子機器㌦制御機三等の今後我が国が工業

　　国としての地歩の保持、．向上をめざす場合の基幹となりうる分野の技〆翁

　　術のウェートが高く、宇宙開発計画の推進は、我が国の産業構造の高

　　度化を促進するだめの有力な手段のひとつと章っている・

　②　その他の波及効果の取得　　　　　　　　　　　　　、

　　　宇宙開発の推進は、その副産物として膨大な量の新技術、改良技術

　　を産み出し、それらの技術は、広汎な分野の生産技術はちぢろ庖のζ

　　と、医療、教育等の分野や家庭用品等の分野でも多様な応用領域が開

　　拓され、これまた膨大な波及効果を産み出している。先進工業国に寿

一14一

ける宇宙開発計画の推進は、高い技術水準の獲得と同時にこのような

波及効果を享受し・国民生活の向上と国家の技術的立脚基盤の確立を

も目的としている。

2，宇宙開発の持つ特徴

ω宇宙開発のモチベーシ。ゾ

　　霜空間は・噸にζつ撮も旧識分野であり・この織の可能性

∫に満ちあ紬た縮への三論永・・問の纐の夢であった・またい

　類がそこ岱到着するには、大気の壁、重力の壁、極低温等の極限環境等

　　轍多くの鞭があり・宇宙への挑戦は・舷で壁として人類をと鍛

　いていた限界への挑戦そのもめである。このように宇宙開発は、知ろう

　　と広創ろうとし、あるいは限界をつき破ろうとする比類の本源的欲求

　に支えられて進められ、また、同時に人類の繁栄の永続化のためにとい

　　う働下高度の理念岐えら奴醐が行われる領脚なってセ・る・

　　さらに、入類は、近時深刻化しつつある入口、食料、環境等の諸問題

　に象徴されるようにその未来にいくつもの危機をかかえている。

　　宇宙醗は・これらの諸状況鹸刻化する前に｝それによって培われ

　た広汎か．つ多様の先端的技術力、と活力によって、これら諸問題に対する

　三三の方向と力を与え、このような人類の未来の危機からの回避にも資

　するところが多い。

　　特に我が国の場合には、入的資源以外にはさしたる資源もない状態の

齢今撫この大きな人口破えていく必要があり・し勿も一方で

　は過密、食料、エネルギー、’環境等の諸問題をかかえている状況の中で’

　残が国が将来とも現在の国際的地位を保ちながら繁栄の途を進むことが

一15一
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　できるか否かは、ま．だまだ予断を許されない状況にある。

　　このような状況の中で、我が国が世界の有力メンバーとして宇宙開発

　計画を進めることは、我が国の希望ある将来に向って歩むため、懐た、

　下酒の抱える諸問題の解決に貢献していくための有力な手段を持つもの

　といえよう。

（2）宇宙開発の両面性．『

　　宇宙開発は、地球をと摯まく空間を対象とすることによつでその活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齢

　は全施球的方向に向かヴという側面と、その空間で活動するのは結局人

　間であるということによって競争的方向に向かうという側画の両面を併

　有している。

　　すなわち、宇宙における空間的位置や状態を利用する高島は、その広

域騰によって自然に全地球嚇離「旬か底イ．ンテ・レサ・ト・インマ

　・け，，ト等の世界的通信セステム、エアけ・卜等の広域航行管制シス

　テム、世界気象監視計画、ランドサゾト受信・利用ネ・ドワ「ク等の全

　地球的なシズ易ムの指向性を有する計画が次々．と拾頭している。

　　畝この鋤球伊方熊は・この面で醇騨発濁を噸的加

　委考えるものとし、宇宙の観測や研究等の入類的呼捨を共同でという方

向に掴んでいく．，　　　　　　　　　齢
　　しかしギ弛方、宇宙空間における活動は＼所詮それを行う⑳は人であ

り個であるということから・自然1二競争嚇向に向かっ下いる・特に’

　宇宙空間そのものを門門として利即する活動すなわち極限環境を陣憎し

　た工学実験ぐ材料や医療の製造等といった活動は、競争で行われること

　になる。

　　したがって、三徳が宇宙醗活蛾展開するに当たっては・だんだ

　んと国際的に統合され、あるいは、国際協同の大規模なプロジェクトと

　　　　　　　　　　　　　　．一16一一・

　して遂行されるようになっていくであるうこめ全地球的弓向性を有する

　分野の活動に対しては、その主要構成員のひとつとしそ参加し、事業め

　一端を担っていくことが必要となり、他方各国固有の事業としての指向

　性を有する分野の活動に対しては、今後ますます専門化、細分化され、

多くの入や国が平鮒に参加し・それ題の国に縛る箔醗言樋の

、重点がこの分野に向けられるであろうことに十分留意レながち、これら

　を遂行していく必要がある。，

③宇宙望ステムの総合性

　　宇宙開発は、宇宙空間における活動のために、その時識の状況に合わ

せて雑猷た雛の繍（missi・nl燵成すべく四三点で闘．

でき砿伽ρ多様の技繍をひと効目的のため三間的、空間的、．

機能的に体系化され齢化されたひとつのシステ亮して回し、運

　肘される活動そある・

　　したがっ1て・妙第一に霜プ吋エクト阿世二大級のプ吋エ

グ瞬 ｮうとして・際して掲げら減理念を総納繍紬に
達成するζとによって、、システムエ学等の総合技術’ ﾌ広汎かつ高度ゐ発

　達を握してきたQ　　，　　丁．、　　・　’，・r．

　　め町あるい馳球とい凍限られな蛸め噸離化幽ってい

　かざるをえない今後の社会では、このシステム的な統合や管理の技術は

曾ま鍾要となり・霜醐発はこの・ゆな濁を鱒するも脚のζし

て今後鰯すその逆罰ていく・rととなってゆ・

　第二に～嘲多岐の技術群を総合すること1二よつて、醗三三長

を購総合的に縫するという特徴を有 kて叫即ち四三
”は・単独の学問や摩業の分磐を構成す．るものではなく、宇宙で行ら’何ふ

’7「17』一
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　のために関連各分野の利回技術を総合していくもの・であるところがら、

　宇宙開発への投資はそのまま関連分野への投資となり、それらの総合的

　かつ効果的な振興を図るものとなっている。

（4）宇宙開発の規模と国力

　　宇宙システムは、そのひとつひとつが極めて大規模なシステムであり、

　その製作と運用の費用も非常に大きいところがら、宇宙開発計画の推進は結局

は動によっ槻弓されることになる・現缶世界の報醗は・一般感

　化の度を深めながら急速な進展を遂げつつあるが、世界各国の活動の内

　容を整理すれば第2表のようになっている。

　　誇そらく、これから当分の間は、各国の計画は第2表gような形で進1

められ、国力の蝦や国のグ・叶ブに伴ってよわ≠位の計画へのシフト

　を行らていくことになると考えられる。

　　このように、’宇宙システムは、その遂行するプロジェクトの大小やそ

　れぞれの国の事情によってこれへの参加の立場や内容には種セのものが

　存在するが、我が国と、してどのようにこれを進やるかは、世界における

状況の推移や国力等を＋分に考題がら検討していか三瀬な．らない・

　　　第2表世界各国の宇宙開発計画の態様・　　　ぜ

区 分

宇宙領域発展国

先　　駆　　国

遂行する計画の特徴
　まだ、これに相当する国の例はない声、スペースコ

ロニー凾ﾉより自国民の活動／生活シ：ステムそのもの

の宇宙への拡大を図る。’

　国力ぷ夫きく技術水準の極めて高い薗等ポ技術の開

発や宇宙開発活動の分野で世界的リーダシップをかけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
て先駆競争を行うもので、有人システムを保有し、惑｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主
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影

野

区　　　分 遂行す　る計画の特徴

星探査や宇宙工場の計画も進める。

自主技術国 　単に宇宙システムの利用効果を狙うだけでなく、．自

迹ﾅキげシステムと鯉システムの製作と運用を行い・

謦[技術の習得その他の投資効果も掌握する。

応用技術国 　打上げシステムは持たないが衛星システムを保有し、

ｩ国の工業力等に合わせて衛星システム又は衛星システ

?ﾌ一部のみを製作し、他は利用効果のみを掌握する。

成果購入国
　　　　　　8

　宇宙システムの利用効果の取得のみを目的とし、入

濶ﾂ能な衛星ジステムを購入し、これを運用する。

成果一部購入国 宇宙システムの利用効果の取得のみを目的とし、入

濶ﾂ能な衛星システムの一部を購入又は賃借し、運用

ｷる。

非　実　施』国 現在・このよう姻鷹とんどな．ぐなりつつあるが、

F宙計画は何も持たない。

⑤　宇宙システムの規模とその担い手

　　宇宙システムの大規模性は、国レベルだけでなく、国内需要にも大き

　な影響を与えている。すなやちs宇宙システムの開発はそれ自体として

　は1企業ないし1企業群の購買能力を超えるほど大きいため、まず最初1

　はインテルサットやGARP計画等の全地球的なシステムの一部として

　の計画ないし通信、放送、測地、気象予報等の国家的公共サービス部門

　の計画が先行して進められている。

　　民間部門は・公共部門の宇宙システムの殺置、運営轍道にのっ払

　ら進出することになろうがvその場合でも民間部門の宇宙べの参加の形

＼
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　態は、地球観測その他でみられるように宇宙システム’の運用結果の分配

　への参加がかなりの部分を占め、宇宙部分にのり出したとしても、衛星

　又はその一部の購入又は賃借が中心．となると予想される。また、ロケッ

　ト、宇宙船等の製作、打上げ、管制、回収等の基本的シ冬テムや新技術、

　新領域への発展をめざす新技術開発システムピついては安全の保持、国

　際環境その他の理由もあって米国のような先進国に澄いてすら国がこ

れを担当していくべきものと考えられている・　　　　齢

　　我が国の場合にもかっての鉄道と同じく国が輸送手段の設置、運用や

　新技術、新領域の開拓を図っていくものと考えられ、我が国の宇宙開発

　活動は結局、’国がロケットや宇宙船どいった輸送手段を三つまでにどこ

　まで開発していくかによって、その実現範囲が決ってくることになろう。

⑥　宇宙開発の先端性

　　いうまでもなく、宇宙技術は今まで地上では決して得ることのできな

　かった新しい手段を提供し、その手段は地上にとって全く：革新的なもの

　であり、分野1ごよっては革命的ですらある。

　　このため、宇宙開発はものごとを飛躍的に進展させると同時に地上に

三三濁との間に相藤鵬合もあうr特聴的撫よる齢

　地上システムが高度に発達している分野に論いては、本質的な変革をも

　たらしうる宇宙システムの開発や採用が遅れが一ちになる等、地上側の伝

統樫備の品等醐約がその分野の宇宙三三の蕨を辞又は停，

滞させることもあク・かえ？て地上側の整備縫んで・・ない霧や国の

　方が、9地上側の整備の進んでいる分野や先進国よりも進んセい、くことす

’ちも予想されている。㌦

　　宇宙システムの進腰は、このよう々制約を受けることが多いが▽しか

一20一’

し、他方では地上での問題点を積極的に受けとめ、老の打開への途を開

ぐとともにその成長が三三の急逝進展を促すという側面を有し回

り・澄そらぐ宇宙システムが汎用化されるまでの間は、地：上と宇宙の調

和とバランスを模索する時代が続くものと考えられ’
驕B

また・ 盗Eを用いて行鯉工学実験・新材料や医薬の難等の分

野では革命的な進展が可能と三三されて回り、’従菜の技街分野では立ち

回れていた国セでも宇宙にいち早く進出し、それらの実験1二三三ずれば．

容易に最：先端国へ飛躍することも可能である。このため、従来独自の宇

宙開発計画に関心の薄かった諸国もこの分野に、重点をしぼって、この

分野の三三競争に参加しようとして絢、我姻の場合にもこのよ

うな先回徹速やかに開拓し・これらを自由に騨できる途を開拓す

ることが不可欠となっていくものと考えられるσ
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